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 研究要旨 
脳腫瘍患者に対する放射線治療後に生じた症候性脳放射線壊死に対
して抗 VEGF 抗体であるベバシズマブの投与を行い、その有効性と安
全性を検証する多施設間共同研究に参加した。 

 

   
Ａ．研究目的 
脳腫瘍放射線治療後に生じた症候性脳放射
線壊死の治療におけるベバシズマブの臨床
効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
 大阪医大を中心とする多施設間共同研究
体制に入り、策定されたプロトコールに乗
っ取り、同意を得た患者にベバシズマブに
よる治療を施行し、患者のフォローアップ
を行う。 
 なお研究分担者は平成25年4月より東北
大学医学部脳神経外科・准教授の立場から
現職に異動した。本研究の登録症例は東北
大学における症例となる。 
 
（倫理面への配慮） 
 臨床研究プロトコールは東北大学医学部
附属病院の倫理委員会によって審議され承
認済みである。患者には十分な説明を行い、
同意を書面で得た後に研究参加していただ
いた。 
 
Ｃ．研究結果 
 
合計1名の患者を登録した。 
以下にその症例の簡単な経過を示す。 
 症例は2005年5月（27歳）より治療歴の
ある右前頭葉の退形成性乏突起星細胞腫
の再発症例である。2009年11月に再発症例
に対して再摘出術後追加化学療法を行っ
ていたが、さらに摘出腔壁の造影領域と両
側大脳半球に浸潤するT2/FLAIR高信号領
域に対して2012年1月中性子捕捉療法を大
阪医大にて行った。その一ヶ月後から急速
に 造 影 領 域 と 浮 腫 の 拡 大 を 認 め 、
bevacizumab投与を行った。これにより著
しく病態は改善し、通常の生活に戻ること
が可能となった。2012.12.31までこの状態
を維持することを確認後、前述のように北
里大学へ異動となった。 
 
 

 Ｄ．考察 
本臨床試験は症候性脳放射線壊死の治療と
して適切な治療効果が得られた。また、大
きな副作用は認めなかった。 
 
Ｅ．結論 
今後本臨床試験の結果を集計し、統計処理
を行い、薬事承認に備えたい。 
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15.隈部俊宏：神経膠腫の治療と経過に関し
て：相模原神経膠腫画像セミナー：2014年3
月19日：北里大学医学部（相模原） 

16.隈部俊宏：神経膠腫に対する再手術の有
用性：第27回神奈川脳腫瘍フォーラム：2014
年3月28日：横浜崎陽軒本店（横浜） 

17.隈部俊宏：悪性脳腫瘍手術と穿通枝：Neur
osurgery Kinki 2014 Spring Meeting（第67
回日本脳神経外科学会近畿支部学術集会、
第69回近畿脊髄外科研究会）：2014年4月5
日：千里ライフサイエンスセンター（大阪） 

18.隈部俊宏：神経膠腫の局所コントロール：第
9回脳腫瘍の基礎シンポジウム：2014年4月26
日：大手町サンケイプラザ（東京） 

19.近藤竜史、中原邦晶、隈部俊宏、松本康
史：経動脈的塞栓術で治療した硬膜動静脈
瘻症例：神奈川県央県西部脳神経外科セミ
ナー：2014 年 5 月 9 日：レンブラントホテル厚
木（厚木） 

 
 



20.隈部俊宏：悪性神経膠腫における画像診
断：第 32 回日本脳腫瘍病理学会：2014 年 5
月 23 日：あわぎんホール（徳島） 

21.隈部俊宏：結節性硬化症に伴う上衣下巨
細胞性星細胞腫の治療戦略：第 42 回日本
小児神経外科学会：2014 年 5 月 29 日：江
陽グランドホテル（仙台） 

22.隈部俊宏：神経膠腫の手術と穿通枝：第 5
回北のまほろば脳神経外科手術手技研究
会：2014 年 6 月 6 日：ホテルクラウンパレス
青森（青森） 

23.隈部俊宏：神経膠腫摘出の基本手技（右
中心前回星細胞腫を題材として）：第 1 回グ
リオーマ手術手技インターネットライブセミナ
ー：2014 年 6 月 11 日： 

24.隈部俊宏：脈絡叢乳頭腫の治療：第 38 回
栃木脳腫瘍懇談会：2014 年 6 月 20 日：ホテ
ル東日本宇都宮（宇都宮） 

25.隈部俊宏：悪性脳腫瘍摘出と穿通枝（脳
内微小血管）障害に関して：第 91 回北里循
環器セミナー：2014 年 6 月 26 日：小田急ホ
テルセンチュリー相模大野（相模原） 

26.隈部俊宏：神経膠腫の手術と化学療法：
奈良県脳腫瘍カンファレンス 2014：2014 年
7 月 5 日：橿原ロイヤルホテル（奈良） 

27.隈部俊宏：神経膠腫に対する再摘出術の
意義：8th  Neurosurgery Forum in 
Tokushima：2014 年 7 月 16 日：ホテルクレメ
ント徳島（徳島） 

28.隈部俊宏：神経膠腫に対する長期 follow 
up：脳腫瘍セミナーin 仙台：2014 年 9 月 13
日：トランスシティカンファレンス仙台（仙台） 

29.隈部俊宏：悪性神経膠腫に対する化学療
法：山梨脳腫瘍フォーラム：2014 年 9 月 22
日：古名家ホテル（山梨） 

30.隈部俊宏：神経膠腫に対する手術と化学
療法：東北ギリアデル使用経験研究会：
2014 年 10 月 4 日：TKP ガーデンシティ仙台
勾当台（仙台） 

31.隈部俊宏：門外漢である脳腫瘍治療専門
医が考える脳血管障害治療：日本脳神経外
科学会第 73 回学術総会：2014 年 10 月 10
日：グランドプリンスホテル高輪（東京） 

32.隈部俊宏：BCNU wafers の使用経験：
GILIADEL MEET THE EXPERT:2014 年 10
月 22 日：京王プラザホテル（東京） 

33.隈部俊宏：後頭蓋窩神経膠腫摘出の
pitfall：仙台脳神経外科フォーラム：2014 年
11 月 5 日：艮陵会館（仙台） 

34.隈部俊宏：神経膠腫手術：第 77 回福島脳
神経外科懇話会：2014 年 11 月 8 日：小名
浜オーシャンホテル（福島） 

35.隈部俊宏：ギリアデル留置の実際：特異的
な症例提示について：ギリアデルを考える会：
2014年11月14日：Ritz Carlton South Beach
 (Miami) 

36.隈部俊宏：   ：相模原地区結節性硬化症
診療連携講演会：2014年11月21日：相模原
市民会館（相模原） 

37.隈部俊宏：神経膠腫の手術：第7回秋田脳
腫瘍セミナー：2014年12月12日：にぎわい交
流会館（秋田） 

38.隈部俊宏：悪性神経膠腫における最新知
見：第4回山口県脳腫瘍研究会：2014年12月
18日：ANAクラウンプラザホテル宇部（山口） 

39.隈部俊宏：解剖にもとづいた神経膠腫手
術：定型的手術はあり得るのか？：第34回宮
崎脳腫瘍研究会：2014年12月19日：MRT mi
cc（宮崎） 

 
Ｇ．知的所得権の取得状況 
1. 特許取得 
 なし 
 
2. 実用新案登録 

なし 
 

3.その他 
特記事項なし 
 
 
 

 

 


